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[目 的 ]う 蝕 や 歯 周 炎 な ど の 歯 科 疾 患 は 、細 菌 性 の バ イ オ フ ィ ル ム 、デ ン タ ル
プ ラ ー ク に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 。 従 っ て 、 細 菌 性 の 感 染 源 を 徹 底 的 に 除
去 す る こ と が 、 そ の 原 因 治 療 に は 求 め ら れ る 。 申 請 者 ら は 、 過 酸 化 水 素 を
波 長 4 0 0  n m 付 近 の 可 視 光 で 光 分 解 し ヒ ド ロ キ シ ル ラ ジ カ ル （ H O ・ ） を 局
所 的 に 生 成 さ せ る 新 し い 殺 菌 法 （ 過 酸 化 水 素 光 分 解 殺 菌 法 ） を 開 発 し て き
た 。 H O ・ は 強 い 酸 化 力 を 示 す た め 、 口 腔 内 に 適 応 し た 場 合 、 殺 菌 と い う 有
用 な 作 用 だ け で な く 口 腔 粘 膜 や 歯 科 用 金 属 に 酸 化 傷 害 ・ 劣 化 を 生 じ さ せ る
懸 念 が あ る 。そ こ で 本 研 究 で は 、本 殺 菌 法 が 及 ぼ す i n  v i v o に お け る 傷 害 性
と 歯 科 用 金 属 に 対 す る 影 響 を 検 証 し 、 生 体 お よ び 材 料 に 対 す る 為 害 作 用 の
観 点 か ら 本 殺 菌 法 の 臨 床 応 用 に 向 け た 基 礎 的 知 見 を 得 る こ と を 目 的 と し
た 。  
[方 法 ]本 殺 菌 法 を 応 用 し た 歯 周 病 治 療 機 を 試 作 し 、実 験 に 用 い た 。試 作 機 に
よ り H O ・ が 生 成 し て い る か を E S R ス ピ ン ト ラ ッ ピ ン グ 法 に よ り 検 証 す る
と と も に 、生 成 し た H O ・ が 殺 菌 効 果 を 発 揮 す る か を S t a p h y l o c o c c u s  a u r e u s
を 用 い て i n  v i t r o に お け る 殺 菌 試 験 に よ り 検 証 し た 。 ま た ラ ッ ト の 口 腔 粘
膜 と 背 部 に 作 成 し た 全 層 皮 膚 欠 損 創 辺 縁 部 へ 、 H O ・ を 暴 露 さ せ 急 性 の 影 響
を 組 織 学 的 に 検 証 し た 。 さ ら に 、 1 2 %金 銀 パ ラ ジ ウ ム 合 金 、 チ タ ン 、 コ バ ル
ト ク ロ ム 合 金 、 ス テ ン レ ス 鋼 の ４ つ の 金 属 を 対 象 と し て 金 属 腐 食 試 験 を 行
っ た 。 1  M  過 酸 化 水 素 に 試 料 を 浸 漬 し た 後 、 光 照 射 し H O ・ を 生 成 さ せ た 群
と 過 酸 化 水 素 が 光 分 解 し な い よ う に 遮 光 し た 群 の ２ 群 で 試 験 を 行 っ た 。 １
週 間 の 浸 漬 後 の 溶 液 中 の 溶 出 イ オ ン 量 は 、 誘 導 結 合 プ ラ ズ マ 発 光 分 析 装 置
に よ っ て 定 性 ・ 定 量 的 に 分 析 し た 。  
[結 果 ] E S R 分 析 お よ び 殺 菌 試 験 の 結 果 か ら 、試 作 機 か ら H O ・ が 生 成 し て お
り 、2 分 間 処 理 で 約 5 - l o g オ ー ダ ー の 殺 菌 効 果 が 得 ら れ る こ と が 確 認 さ れ た 。
組 織 学 的 評 価 で は 、 H O ・ 生 成 群 や 対 象 群 で 異 常 所 見 は 全 く 観 察 さ れ ず 、 創
の 治 癒 遅 延 も 観 察 さ れ な か っ た 。  金 属 腐 食 試 験 か ら 、 い ず れ の 合 金 に お い
て も H O ・ 生 成 下 で の 腐 食 作 用 は 、過 酸 化 水 素 単 独 の 場 合 よ り も 低 い と い う
結 果 が 得 ら れ た 。  
[考 察 ]本 殺 菌 法 を ラ ッ ト 生 体 組 織 に 適 用 し た 場 合 に 、異 常 所 見 や 創 傷 治 癒 遅
延 が 観 察 さ れ な か っ た こ と か ら 、 本 殺 菌 法 の 急 性 の 局 所 的 な 傷 害 性 は 低 い
と 考 え ら れ た 。 歯 科 用 金 属 に 対 す る 腐 食 の 程 度 は 、 過 酸 化 水 素 単 独 の 方 が
高 く 、 腐 食 性 の 観 点 か ら は 、 過 酸 化 水 素 が 適 応 で き る 部 位 や 症 例 で は 本 殺
菌 法 が 使 用 可 能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 本 研 究 よ り 、 本 殺 菌 法 は 、 想 定
し て い る 歯 科 診 療 の 範 囲 内 で は 、 正 常 組 織 、 創 傷 組 織 お よ び 歯 科 用 金 属 に
対 す る 為 害 性 は 低 く 臨 床 的 に 許 容 さ れ る 可 能 性 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。  
 
  
 
